
視察資料

平成２９年度 第２回磐田市廃棄物減量化等推進審議会先進地視察

１．視 察 先 牧之原バイオガス発電所

        牧之原市白井 749-20 ℡ 0548-54-2525 

２．日  時 平成２９年１１月１３日（月曜日）午前 8 時 40 分～正午

３．視察内容 牧之原バイオガス発電所施設見学と食品リサイクル分野の情報収集

４．視察目的 今後の本市の廃棄物減量対策等の参考とするため、食品リサ

       イクルの促進で注目されているバイオガス発電の施設である東  

       海地区最大規模の「牧之原バイオガス発電所」の施設見学と食

       品リサイクル分野の動向等の情報収集を行う。

５．行  程 （財政課マイクロバス使用）

○行き

8：40 磐田市クリーンセンター集合・出発（管理棟前）→

9：00 磐田 IC（東名高速道路）→

9：25 牧之原 IC（東名高速道路）→

9：40 牧之原バイオガス発電所到着

     ◎研修 9：50～10：50（施設見学・説明・質疑応答）

     ○帰り

11：00 牧之原バイオガス発電所出発 →

11：15 牧之原 IC（東名高速道路）→

11：40 磐田 IC（東名高速道路）→

12：00 磐田市クリーンセンター到着

６．そ の 他  当日は施設見学（舗装されています）となりますので普段の 

       服装でご参加ください。 



◆バイオガス発電とは

  飲食店などから排出される食品廃棄物などの有機ごみを発酵させてメタン

 などのガスを生成し、そのガスを燃やして蒸気タービンを回し発電するシス

 テムです。

◆県内のバイオガス発電施設の設置状況 ･･･ ３社

  ・磐田市  磐田化学工業      事業系廃棄物（食品系）

  ・菊川市  鈴与菊川バイオプラント 事業系廃棄物（食品系・農業系）

  ・牧之原市 ゲネシス        事業系廃棄物（食品系）

◆全国の家庭系生ごみを利用したバイオガス発電所 

  ・２４ヶ所（北海道７、岩手、宮城２、茨城、千葉、新潟２、富山、 

        長野、愛知、京都２、兵庫、山口、福岡、熊本、大分） 

◆生ごみのバイオガス化による効果

  ・燃やすごみ量の減少 

  ・ごみ焼却施設規模の縮小、焼却灰を埋め立てる最終処分場の延命 

  ・発電効率が安定している（原料さえあれば稼動できる） 

  ・二酸化炭素排出量の削減 

  ・発生したバイオガスの発電利用（売電による収益） 

    ※発電した電力は売電 

     「再生可能エネルギーの固定価格買取制度（FIT）H24.7 開始 

      メタンガス 1kWh 当り価格 39 円＋税 」 

◆家庭系生ごみのバイオガス化による課題 

  ・建設費用・管理費・生ごみ運搬費の負担 

  ・生ごみの排出方法変更に伴う市民負担 

  ・生ごみ以外の異物が混入しやすく安定したガス化が難しい 

    （事業系食品廃棄物より異物混入が多い）  










